
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度  教 育 計 画 

                      松山市立桑原小学校  
学校番号 １７ 

校長名 小笠原 陽二 学級数 
３８ 

（ ９ ） 

児 童 

生徒数 
９７２ 教職員数 ５４ 



重 

点 

目 

標 
 

１「あかるい」児童を育てる 

ア 「考え、話し合い、決めて、実行するよさ」を実感できる特別活動の推進 

イ 互いの立場を理解し合う愛顔（えがお）あふれる集団づくりの実践 

ウ 命を大切にする心や自己有用感を育てる道徳教育、人権教育、特別支援教育の推進 

 

２「かんがえる」児童を育てる 

ア ＩＣＴを効果的に活用し、「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善 

イ 「人・もの・自然」を生かした「ふるさと桑原」を核とした問題解決的な学びの充実 

ウ 確かな学力を身に付けるための学習スタイルの定着と読書活動の充実 

 

３「たくましい」児童を育てる 

ア 教科体育の充実と運動に親しみ、体力つくりに励む態度の育成 

イ 「桑原小三つの約束（挨拶・安全・掃除）」と望ましい生活習慣・食習慣の定着 

ウ 心身の健康の保持増進と危険予測・回避能力の育成 

管 

理 

運 

営 

１ 人的管理 

ア 服務規律の遵守・徹底と不祥事の根絶 

イ 働き方改革の推進と教職員の心身の健康管理 

ウ 連帯感と温もり、やりがいのある協働体制の確立 

 

２  物的管理                                                                    

ア 危機管理意識の向上と防災体制の充実による学校安全への早期対応 

イ 施設・設備、備品の効果的活用と適正管理 

ウ 教職員と児童との協働によるぬくもりのある教育環境づくり 

 

３ 事務管理 

ア 校務分掌の明確化と責任・協力体制の確立 

イ 迅速・正確な事務処理と厳正な情報管理体制の構築 

ウ 共同学校事務室との連携による迅速・厳正な事務処理や会計処理 

本
校
教
育
の
特
色 

明治 19（1886）年、桑原村大字上野に設立された本校は、今年度をもって創立 140年目 

 となる。地域は市中心部に程近いベッドタウンとして発展し、昭和 57(1982)年に北久米小 

 学校と分離した。現在は松山市で一番の大規模校となっている。 

令和４年度の四国小・中学校道徳教育研究大会に向けた取組により、自己を見つめ、よ 

 りよく生きようとする児童の育成に努めてきた。また、令和５年度に、まつやま型コミュ 

 ニティ・スクールとしての第一歩を踏み出し、令和７年度からは文科型コミュニティ・ス 

 クールへと移行し、地域とともにある学校づくりの体制を生かして教育活動に取り組んで 

いる。 

また、学校と家庭、地域が連携・協働し、さらに、校区にある大学や高等学校、中学校、 

幼稚園や保育園等との交流を通して特色ある教育活動の充実を図る。そして、地域に根ざ 

し、地域に開かれた信頼される学校づくりのため、「チーム桑原」を合言葉に、子供たちが 

将来よりよい社会の形成者となるよう、教育目標の具現化に努める。 

 


